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アメリカコハクチョウとコハクチョウのつがい

および家族群の連続越冬記録一第Ⅳ報一

村瀬美江’
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愛称「クロチャン」と呼ばれるアメリカコハクチョウCyg皿ＳＣＯ血m6jα"ｕｓｃｏ血m6jα"ｕｓ

(以下アメコ）と愛称「カアサン」と呼ばれるコハクチョウＣ､ｃ､beuﾉjc城（以下コハク）

のつがいの家族群が，1986年度の越冬期から６年間連続して岩手県北上市の同一地点に渡

来し，越冬している．昨シーズンまでの渡来状況は前３報で報告した（村瀬1990,1991,

1992)．本報ではそれに1992年～1993年の渡来状況と，今シーズンはじめて観察された

｢クロチャン」の孫にあたる３個体の飛来の経緯などについて簡単に報告する．個体同定

法ならびに観察場所については，村瀬（1990）を参照されたい．

渡来状況

前報（村瀬1992）に1992年１０月～1993年５月の記録を加えた「クロチャン」家族群お

よび1988年以降に北上市に渡来したアメコ，アメコとコハクとの亜種間雑種（以下アメコ

×コハク)，アメコと亜種間雑種（アメコ×コハク）との交雑個体（以下アメコ×雑種）

およびナキハクチョウCygnuscygnusbuccinator（以下ナキハク）の渡来状況は表１に

まとめた．また，上記のハクチョウの各個体の1992～1993年の越冬期の渡来日と渡去日に

それぞれの時刻と場所を加えて経時的に表２にまとめた．なお今シーズンの「クロチャン」

と「カアサン」の家族の写真は図１に，「ナガレ」と「チビクロ」の家族の写真は図２に

示した．

特記事項

１．二代目の渡来

「クロチャン」の1988年生まれの子「ナガレ」はアメコ雌の「チビクロ」と1990年から

ずっとペアとして行動していた．このつがいは，1992年11月３日に渡来した時には，はじ

めて３羽の幼鳥を連れていた．これらの幼鳥は「クロチャン」の孫にあたり，第二代目の

交雑個体ということになる．その中の１羽，「コロ」は噴峰の黄色斑がきわめて小さく，

この点ではアメコの特徴をよくあらわしている（図２)．

２．増えつつある黒い噴峰のハクチョウ

北上で越冬するアメコ，アメコ×コハク，ナキハクなど黒い職峰を持つハクチョウは

1985～1986年のシーズンには５羽だったが，1992～1993年のシーズンは22羽になり，その

1993年１２月18日受理

1．〒024北上市常磐台２－２－１７
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1985.10

～1986.5

1） ３/18～４/1７

｢クロチャン」 (30日間）

表１．「クロチヤン」家族群の渡来状況（1993年５月現在)．

Table１．Winterrecordsof“Kuro-chan'，ｆａｍｉｌｙ．

1986.10 1987.10 1988.10 1989.10 1990.10 1991.10

～1987.5 ～1988.5 ～1989.5 ～1990.5 ～1991.5 ～1992.5

10/23～４/1５ 10/23～４／１５ 10/23～４／５ 12/８～４/1０ 10/29～４/1２ 11/６～４／２

(174日間） (175日間） (165日間） (122日間） (166日間） (149日HID

の他黒色噛鰹iの白馬

1992.10

～1993.5

10/21～４/1７

(179日Ⅲ）
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表２．飛来・飛去の状況．

Table２．Therecordsofarrivalanddepartureinl992-l993season．
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図１．クロチャン家族群の第６回渡来．

Ｆｉｇ．１．ＴｈｅsixthvisitoftheKuro-chanfamily・ＴｈｅｍａｔｅｄｐａｉｒｏｆＣ.ｃ､ＣＯ虹ｍｂｉａｍ４ｓａｎｄ
Ｃ.ｃ､beLujc城andtheirjuveniles,1992-1993.

図２．ナガレが子供を連れて渡来．

Fig.２．ThefirstvisitofNagarefamily，ｔｈｅｍａｔＧｄｐａｉｒｏｆａＣ.ｃ・coZumbZa皿ｓａｎｄＣ.ｃ,
beuﾉic“ｈｙｂｒｉｄａｎｄａＣ.ｃ､ＣＯ血mbia7zus,wilhtheirjuveniles,1992-1993.

数が次第に増えてきた（表３)．「クロチャン」の子供達が繁殖年令を迎えており，その子

供には黒いくちばしを持ったものが生じる可能性が高いので，今後ますますその数を増し，

北上で越冬する個体群にアメコの特徴を持った個体が多くなっていくことが考えられる．



成鳥
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表３．北上に飛来した黒い噛峰を持つハクチョウの数．

Ｔａｂｌｅ３．ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｗｉｎｔｅｒｉｎｇｓｗａｎｓｗｉｔｈｔheblackbillpatterninKitakami．
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ＡｍａｔｅｄｐａｉｒｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇｏｆａｆｅｍａｌｅＢewick，ｓＳｗａｎ，ｎａｍｅ。“Kaasan,”andamale

WhistlingSwan,ｎａｍｅｄ“Kurochan",havemigratedwiththeirjuvenilestoKitakami-city，

IwatePref.,everyyearsincel987､Theyvisitedthisplacewithtwojuvenilesinl987,fourin

l988,oneinl989,threeinl990,fourinl991andfiveinl992､Ｎｏｗ,someofthejuvenileshave

attainedｓｅｘｕａｌｍａｔｕｒｉｔｙ．Ｉnthel992-l993winteringseason，ｏｎｅｏｆｔｈｅｐａｉｒ'ｓｍａｌｅｏｆｆ‐

spring,namedNagare,returnedtolwateaccompaniedbythreejuveniles，ｈａｖｉｎｇｍａｔｅｄ

ｗｉｔｈａＷｈｉｓｔｌｉｎｇＳｗａｎ･ＴｈｅｗｉｎｔｅｒｉｎｇＳｗａｎｓｗｉｔｈｂｌａｃｋｂｉｌｌcolorpatterns，ｓｕｃｈａｓ

ＷｈｉｓｔｌｉｎｇＳｗａｎｓａｎｄｈｙｂｒｉｄｓｂetweenBewick，ｓａｎｄＷｈｉｓｔｌｉｎｇＳｗａｎｓ，haveincreasedin

thisplace;ｆｒｏｍ５ｉｎｌ９８５ｔｏ２２ｂｉｒｄｓｉｎ１９９３．

１．２－２－１７Tokiwadai，Kitakami-shi，Ｉｗａｔｅ０２４．
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